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７ 月 号

発行 滋賀県高速道路交通安全協議会・滋賀県高速道路交通警察隊

期間：７月１５日（金）から２４日（日）までの１０日間

交 通 量 の 増 え る 夏 期 にお い て は 、レ ジ ャ ー や帰 省 な どで 慣 れ な い

道 路 や 長 距 離 ・ 長 時 間 運 転 す る と 、 集 中 力 や 注 意 力 が 持 続 し ま せ

ん。こまめに休憩を取るようにしましょう。

特 に 疲 れ や 眠 気 を 感 じ た と き は 無 理 を せ ず 、 早 め

に サ ー ビ ス エ リ ア な ど で 休 憩 を 取 り 、 常 に 余 裕 の あ

る運転を心掛けて下さい。

① 子 ど も と 高 齢 者 を 始 め と す る 歩 行 者 の 安 全 の 確 保

② 高 齢 運 転 者 等 の 交 通 事 故 防 止

③ 飲 酒 運 転 ・ 妨 害 運 転 等 の 危 険 運 転 の 根 絶

④ 横 断 歩 道 利 用 者 フ ァ ー ス ト 運 動 の 推 進

運 動 の 重 点

運 動 期 間 中 、 高 速 道 路 交 通 警 察 隊 で は 、 夏 期 に お け る 交

通 事 故 防 止 を 図 る た め 、 名 神 や 新 名 神 、 北 陸 自 動 車 道 及

び 京 滋 バ イ パ ス な ど 全 線 に お い て ２ ４ 時 間 体 制 で 交 通 取 締

ま り を 強 化 し ま す 。 特 に 飲 酒 運 転 、 シ ー ト ベ ル ト ・ チ ャ イ ル ド

シ ー ト 非 着 用 、 運 転 時 に お け る 携 帯 電 話 や ス マ ー ト フ ォ ン

の 使 用 な ど 、 交 通 事 故 に 直 結 す る よ う な 悪 質 な 違 反 を 重点

に取 り 締 ま り を実施 し ま す 。



猛暑が続 く夏の高速道路では 、 路面の温度が ５ ０ 度を超える こ とが

多々あ り ます 。

例 年 こ の 時 期 に は 整備不良 、 点 検不備等 を 原因 と す る 車両火災

の発生が見 られますが 、 ド ラ イ バーの皆さ んには 、 車両火災の危険性

を再認識 して 、 火災事故を起こ さ ないため次の注意事項を守 って く だ

さい 。

始業点検時など、エンジンルーム内に布や紙などの

燃えやすい可燃物を置き忘れると、発火の原因となります。また、ＳＡ、Ｐ

Ａ内で駐車するときには、紙くずやゴミ袋など燃えやすいものの上に駐車

すると高温のマフラーの熱で出火する危険もあります。

車内には、ライターやスプレー缶、携帯電話などを置きっぱなしに

しないこと。車内の温度は７０度から８０度にも達することが実証さ

れており、高温に耐えきれず爆発や発火することがあります。

タイヤの摩耗、空気圧の低下、タイヤサイズ、銘柄等が

異なっていると、高温のアスファルト上を高速で走行することで摩擦が大

きくなり、タイヤが異常に加熱されて火災の原因になります。

エンジンオイルはエンジンの潤滑剤です。

エンジンオイルの量が減っていたり、交換していないと

オイルが劣化して潤滑不良を起こし、エンジンが破損して

火災が発生する原因となります。


